
第２章 リスクアセスメントの基本 

 
表２－９ リスクの優先度 

リスク 優先度 

高 直ちに対応すべきリスクがある 
中 速やかに対応すべきリスクがある 
低 必要に応じてリスク低減措置を実施すべきリスクがある 

 
 
留意事項 
 
● 作業場所での乾球又は湿球温度の測定方法 

作業場所において、乾球又は湿球温度の値の測定を行う場合に注意すべき事項は、

次のとおりです。 
[1] 環境条件の評価は気温、湿度、輻射熱を合わせた WBGT が望ましい。 
[2] 湿球温度は気温が高いと過小評価される場合もあり、湿球温度を用いる場合に

は乾球温度も参考にします。 
[3] 乾球温度を用いる場合には、湿度に注意。湿度が高ければ、１ランク厳しい環

境条件の注意が必要です。 
 
 

※１ 周囲の通風を妨げない状態で、輻射(放射)熱による影響を受けないように球部を囲

って測定された乾球温度計が示す値 
 

※２ 強制通風することなく、輻射(放射)熱を防ぐための球部の囲いをしない環境に置か

れた濡れガーゼで覆った温度計が示す値 
 

※３ WBGT とは、熱中症になりやすい気象状況かどうかがわかる基準のことです。 
WBGT の値は、湿球温度と黒球温度※４を測定し、また、屋外で太陽照射のある場合

は乾球温度を測定し、それぞれの測定値を基に次式により計算したものです。  
● WBGT（湿球黒球温度）の算出方法 

屋外： WBGT＝0.7×湿球温度＋0.2×黒球温度＋0.1×乾球温度 
屋内： WBGT＝0.7×湿球温度＋0.3×黒球温度 
 

なお、WBGT の値を自動的に測定する携帯型の簡易な測定機器も市販されています。 
 

※４ 次の特性を持つ中空黒球の中心に位置する温度計の示す温度  [1] 直径が 150 ㎜で

あること  [2] 平均放射率が 0.95(つや消し黒色球 )であること  [3] 厚さが出来るだ

け薄いこと  
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